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2023年度CLAIR研修事業 実施概要

１．研修事業の目的

環境意識の高い青年を宇部市に招き、「宇部方式」に基づく宇部市の環境保全など持続可能な開発のための教育(ESD)を行い、環境啓発活動を指導実践する人材を育成することを目的とする。
２．研修の概要

（1） 研修名:インドネシア共和国リアウ州ブンカリス県における環境啓発活動をリードする“環境ヒーロー”の育成事業
（2） 研修期間：２０２３年８月１９日（土）～９月３日（日）【１６日間】
（3） 研修員：インドネシア共和国リアウ州ブンカリス県で活動するNGO法人SEMESTAを運営する青年６名
        https://www.semesta.org/　　https://www.facebook.com/semesta.org/　

（4） 研修実施機関：宇部環境国際協力協会(宇部IECA）、宇部市
３．インドネシアと宇部市の現状
（１）インドネシアの環境問題の現状
インドネシア共和国リアウ州ブンカリス県は、マラッカ海峡に面したブンカリス島、ルパット島、スマトラ本島部からなる、環境的に非常に重要な地域である。この辺りは泥炭地であるため乾季は火災が発生しやすく、大量のCO2排出源になるだけでなく、煙害による深刻な健康被害は国境を越えシンガポールなどへも及ぶことがある。この他、油ヤシ、アカシア等のプランテーション開発による森林伐採、海岸浸食や自然破壊、希少野生動植物の減少、絶滅などが危惧されている。この様な自然環境面の大きな課題だけでなく、人々が生活する環境衛生の面でも身近な問題を抱えている。
ごみ廃棄物の収集は市街地と一部の周辺地域でのみ実施され、家庭ごみの68％が埋立地へ持ち込まれ、残りは放置或いは家庭で焼却処理されている。収集される生ごみ大部分は分別されず、金属やプラスチック類と一緒にポリ袋に入れられ、ごみ収集箇所に出され、ごみ収集車が埋立地に運び、そのまま埋立てされる。県全体のごみ排出量は96,800トンあるが、家庭で分別されているのは僅か15％のみである。
ブンカリスの環境教育に力を入れているNGO法人SEMESTAは、行政がカバーできていない学校での環境教育が課題と捉え、学齢期の子供、学生、若者を対象にESD環境教育を提供すること、それにより一般市民の環境意識の向上を図ること、が重要と考えている。しかし、SEMESTAのメンバーは様々な職種の若者で構成されており、まずは自らが宇部でESD環境教育を学び、活動を担える人材となることが必要と判断した。そこで、SEMESTAは環境啓発活動をリードする人材を“環境ヒーロー”と呼び、早急に環境ヒーローを育成すること、その環境ヒーローがESD環境教育の教材を自ら作成し、教育活動をリードすることを希望している。
さらに将来は、環境学習の拠点となるエコパークを地域のジャーミイモスク(大規模集団礼拝堂)敷地内に建設する構想を掲げている。

（２）宇部市・宇部環境国際協力協会とインドネシ・アブンカリス県の国際環境協力について
宇部市及び宇部IECAはこれまでJICA草の根技術協力事業として2011年から「ブンカリス県における環境改善協力」を、2016年から「典型的な熱帯泥炭地ブンカリス地区における水道水質の改善」を実施した。

環境改善協力事業ではブンカリス県の環境基本計画を作成し、目標の一つとして都市部におけるゴミ処理システムの構築を挙げた。ブンカリス県政府はこの環境基本計画に沿って多くのプログラムを実施中であるが、これまでのプログラムはブンカリス県全体をカバーできておらず、またごみの分別回収や持続可能な廃棄物処理に関する研修や啓発活動は十分とはいえず、多くの課題が残されている。
宇部市及び宇部IECAはJICA草の根技術協力事業の実績を有し、その後も継続して交流を続けている人達がセメスタで活動していることから、セメスタから宇部IECAに“環境ヒーロー”育成の協力要請があった。

（３）宇部市の環境行政と環境技術

宇部市は、降下ばいじんによる激甚な公害問題を克服した産・官・学・民の協働による「宇部方式」という独自の公害対策が評価され、1997年に国連環境計画（UNEP）からグローバル500賞を受賞した。この受賞を契機に、宇部市はこれからの地球環境保全に貢献して行くため、1998年に宇部環境国際協力協会（宇部IECA）を設立した。以来、協会は宇部市と連携しながら「宇部方式」による地球環境保全のための国際協力を、環境に関わる海外研修員の受入れや環境国際セミナーの開催等の取り組みにより積極的に行っている。
宇部市は石炭産業を基盤として発展してきた歴史を持ち、化学工業を中心に窯業、鉄工業等の集積がある中で、市内の企業は多様な公害防止技術・設備、また先進的な環境技術を有している。一方、行政は「宇部方式」の精神により、主要企業と環境保全協定を締結するなど、地球環境の保全を視野に入れた種々の環境保全対策を進めている。
４．研修の目的

宇部市及び宇部IECAは、SEMESTAの希望と要請を理解し、研修員に対してESD環境教育を行い、環境ヒーローとして育成することを支援する。
研修内容は、宇部市の理念や施設運営の情報提供だけでなく、市と市民ボランティアが協働して取り組んでいる環境教育活動の実際を紹介し、自国に適した方式で現場展開できるよう配慮する。具体例として、宇部市内の小中学校で実施されている環境教育プログラムで「混ぜればごみ、分ければ資源」をキーワードにしてごみ分別をゲーム形式で遊びながら学習している実例、或いは市民ボランティアによる活動として、子ども服や絵本などの３Ｒ推進活動、宇部市焼却場における小学生への説明案内役の実例などを実際に学ぶ。
またこれらの事例に使われる各種の教材はESD環境教育の重要な要素であること、研修員が帰国後に自ら教材を作成し準備する際の参考になること、などを念頭におき紹介する。
５．研修のプログラム
研修は、新型コロナウィルス感染症が沈静化したことを受け、研修員を宇部に招聘する対面研修とし、現場見学や体験をできるだけ取り込んだ講義と討議により構成する。研修は日本語をインドネシア語に通訳して実施する。各研修項目と編成方針・ねらいは下記のとおり。
	研修項目
	編成方針・ねらい

	・オリエンテーション
・カントリーレポート発表
	研修開始にあたり、本研修の目的、到達目標を確認するとともに、研修全体の内容、進め方について把握する。
研修員が抱えている環境問題を紹介し、研修に期待する抱負などを発表する。

	・持続可能な発展のための環境保全の課題について
・宇部市の環境保全行政、「宇部方式」による環境保全対策、環境審議会、環境教育、地球温暖化対策、SDGsの取り組みについて

・宇部市の廃棄物政策、リサイクル対策

・宇部市の最終処分場

・宇部市の次世代エネルギーパーク構想
	環境アドバイザー・宇部IECA顧問による環境保全に係る全般的な講義とディスカッションにより今為すべき行動を学ぶ。
産官学民の協働で成し遂げた「宇部方式」による公害対策の歴史や「宇部方式」を基調とした環境保全行政全般及び「環境教育」、「地球温暖化対策」「SGDs」への取り組みを理解する。
宇部市の廃棄物リサイクル対策を理解する。また、家庭ごみの自家処分について学ぶ。
東見初最終処分場を視察する。
常盤公園を視察する。

	・企業の環境保全対策技術
	宇部市内外の企業を訪問し、環境保全への取組みや、廃棄物リサイクル対策・資源化の例として、食品廃棄物の飼料化及び廃食油の燃料化、容器包装プラ類の回収と再利用、最終廃プラの固型燃料化、について理解する。

	・研究機関における環境保全分野の研究
	山口大学教授による、①海洋プラスチックの問題点と対応について、②泥炭地の海洋浸食防止及びマングローブ植林活動について、を学びディスカッションする。

	・市民と行政との連携、協働について
	市民や団体と行政が連携協働している各種の活動を学ぶ；絵本と子供服の3R活動、学校での環境教育、家庭のごみ分別、省エネ・環境啓蒙、ESD教育と教材、等。

	・ディスカッション
・ファイナルレポート作成、発表

・閉講式
	研修で学んだことを踏まえ、ディスカッションを行い、インドネシアでの具体的な活動計画を作成する。研修を通じて見出した課題の把握を行い、情報の共有をする。


６．研修の達成目標
（１）宇部市の「宇部方式」を基盤とする環境保全対策、市内近隣企業の環境保全技術、研究機関の環境保全に関する研究、及び市民団体の環境教育について講義や施設の視察見学を通じて理解修得し、研修員の環境課題対応力が向上する。

（２）研修員が“環境ヒーロー“になり、SEMESTAの環境問題を解決するリーダーに成長する。
７．研修実施体制及び運営
一般財団法人自治体国際化協会(CLAIR)が宇部市及び協働する宇部IECAに対し自治体国際協力促進事業（モデル事業）として助成し、宇部市及び宇部IECAが研修事業を運営実施する。
宇部市はCLAIRとの連絡窓口であり、宇部市が担当する研修の内容、講師選定等を担当する。

宇部IECAはSEMESTAとの連絡窓口であり、宇部市以外の団体企業等が担当する研修の選定、依頼、調整等のほか、研修員の受入れ、研修全般の運営、費用会計管理を担当する。
８．研修受入れ依頼先（予定）
山口大学、（株）アースクリエイティブ、（株）広島企業、(有)光田商店、山口県環境保全事業団宇部港東見初広域最終処分場、宇部市（環境政策課、廃棄物対策課、環境保全センター施設課、総合政策部連携共創推進課）、宇部市環境衛生連合会、宇部観光コンベンション協会、宇部市環境まちづくりサポーター、うべ環境コミュニティ(UKC)、宇部市地球温暖化対策ネットワーク(UNCCA)
以上
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